
 

 

 

                              令和８年８月２６日 
第六管区海上保安本部 

 
 

企画展「海図ってなあに？ ～海の地図でワクワク発見～」を開催  
 

9 月１２日の水路記念日にあわせ、広島市郷土資料館にご協力いただき、 
海上保安庁が行う海洋調査と海図作製をテーマとして、調査の手法や海図の見
方などの解説をふまえ、海図がどのように社会の役に立っているかなどの理解を深め
ていただくような企画展を開催します。 
 
１．展示期間 

開催期間：令和８年９月５日（土）～11 月 23 日（月） 
開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後 4 時半まで） 

休館日：毎週月曜日（9/21、10/12、11/23 を除く）、9/24（木）、 
10/13（火） 
 

２．開催場所 
広島市郷土資料館 １階展示ホール（広島市南区宇品御幸 2 丁目 6－20） 

「企画展「ごんぎつね」が語る昔のくらし」と同時開催 
入館料  ： 大人 100 円、65 歳以上・高校生 50 円、中学生以下無料。 

（入館料の詳細については、広島市郷土資料館の HP をご覧ください。） 
 

３．主な展示内容 
  ①明治初期の海図の紹介（当時の海の中の調べ方を知る） 
  ②現在の海図の紹介（現在の海の調べ方を知る） 
  ③地図とは違う海図の見方を紹介（記号の違いを知る） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】 
・水路記念日とは 

明治４年（西暦 1871 年）９月 12 日に兵部省海軍部に水路局（現在の海洋情報部）
が設置されたことを記念してこの日を水路記念日としています。この水路局設置により我が国の
本格的な海洋調査・海図作製が始まりました。 

問い合わせ先 
 第六管区海上保安本部海洋情報部 
  監理課長補佐 松尾（まつお） 
  電話 082-251-5111（内線 2511） 

明治 28 年頃の宇品港海図 現在の広島港海図 海の調べ方を体験しよう 


